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世界の気候変動と農作物の生産(その2)

~海外現地調査結果の総括~

(4) 東南アジア，オーストラリア

ア.フィリッピンの米の生産は， 1960年代にお

いては，ほぼ安定的な増大傾向を示し， 1969年，

70年には急成長を示したが， 1971年， 72年は干ば

つ，台風等の被害があって減産している。生産の

増大は主として，ヘクタール当り収量が着実に向

上したことにあり，とくに1969年， 70年の収量

が， 1968年の 1，300kgjha台からし700kg/ha台に

急増した ζとは，新品種導入の成果で、あり，いわ

ゆるグリーン・レボリュ→ショ、ンとして注目され

。
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しかし1971年， 1972年のヘクタール当り収量は

低下し，現地では新品種がその能力を十分日発現

するためには，かんがい施設の整備や，肥料の増

投が必要であるとしており，今後における h クタ

ール当りI収量は， 1968'>' 69年に見られた急、激な上

昇を続けることはむずかしいιみられる。
』ヘクタ~)レ当り収量の年次変動はJ フィリッピ

ン全体で、はあまり大きく現われていない。ミれは

地域によって豊凶が反対の動きを

J二の減収をもたらすとされている。また台風の被

害も作況に大きな影響を与える。

イ.インドネシアの米の生産量は1960年代を通

じて急速に増大じ， 1971年の生産量は， 1960年初

期の約1.5倍になっている。この生産増は作付面

積の拡大と; 1960年代の後半からの急、速なヘクタ

ール当りの収量の向上によるもので，とくに，か

んがい田の収量増加が大きな要|去|であるとされて

おり，かんがい地への新品種への導入が大きな成

果をあげたものとみられる。米の収量変動は国全

体としては，あまり大きくないようであるが，地

域的には，雨季と jJiZ:季の開始期の早晩よりかなり

の影響を受けているところもある。

ウ.タイの米の生産は1960年以降急速じ増大し

ており， 1971年の生産は， 1960年代の初期の約

1.5倍となっている。 この主な原因は， かんがい

施設の整備等に伴うヘクター jレ当りの収量の向上

によるものであり，全国平均の収量はほぼr-14.じ

て増加する傾向にある。

示していることによるためであ

り，地域別にみれば，それぞれの

地域でかなりの変動がみられる。
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が，その後新品種の導入により一貫した上昇を示

しており，グリーン・レボリューションの成功例

のーっとなっている。これは北西インドにおける

技術水準の高い大農場地帯に新品種が導入された

ためである。

ォ i ーストラ Jリシビ\:j:;'~ナる小麦，大麦，えん

麦はヘクタール当り収量が著しい年次変動を繰り

かえしているうえに，作付面積も価格条件の変化

に伴って増減Lているために，生産は安定してい

ない。特，(こ小麦の作付は綿羊のための放牧草地と

競合関係にあるため変動が大きい。

麦類のヘクタール当り収量は，全般に低位不安

定に挽移しており，過去10年間の収量の平均変動

rlJは小麦190旬/ha，大麦163kg/ha，えん麦238kgメ

ha， 変動係数は約 15"""'18銘と非常に大きくなっ

全国平均の作況は比較的安定しており， 1960年

以降72年まで，作況指数はほとんど95""'"105の間

にある。しかし，かんがい地区が安定高収量を続

けているのに対し，メナム川流域のフローティ ν
グライス地帯で、は水害，北東部の無かんがい地帯

では干ばつの被害をうけている。

干ばつの被害をひき起す気象要因は，主にモン

スーンの開始期のおくれによる作付遅延であり，

水害はメナム川流域の大雨が，下流で氾慌をひき

起すものである。

なお，タイのとうもろこし生産は，作付面積の

拡大によって急、迷に増大しているが，ヘクタール

当り収量は，生産性の低¥¥地域への作付拡大が進

むために，全体として低位不安定に推移してい

る。

エ. インドにおける米，小麦， とうもろこしの

生産量は， 19601:j三代治、ら70年代にかけて増加傾向

にあるが，小麦が一貫して増加傾向にあるのに対

し，米と，とうもろこしの生産量はかなりの変動

を示している。こうりゃんの生産はかなりの年次

変動を繰りかえしつつ停滞している。

米の生産の増大は主としてヘクタール当り収量

の増大によるものであり，小麦と，とうもろこし

については，収量の向上とともに，作付面積の拡

大も生産の増大に市t与している。

米のヘクタール当り収量は， 1960年代を通じて

徐々に向上してきたが，その:tfH移は安定的なもの

ではなく， 1965年， 66年には，全国的な干ばつに

よって，作況指数が85前後に低下する減収を経験

している。

水田の多くlが火水田であるため，

米の収量は降雨量に左右され，とく

に南西モンスーンの始期のおくれ

は，作況に大きな彫響を与えるとと

もに，極端な場合には作付不能地が

増加し，生産量の大巾な減少をまね

しこのことは，反作物全体に云え

ている。

オーストラリアは全般に降雨量が少ないうえ

に，降雨量の年次差および，月別降雨分布の変化

が大きいために，作物の水環境は非常に厳しくな

っており，これが収量の安定的向上を阻害する大

きな原因となっている。

麦地帯は通常年で、あれば，比較的恵まれた降雨

があるが， 10年に 2....._， 3回は降雨が極度に少なく

なる年があり，この場合は 3麦とも大きな干ばつ

被害をうける。近年においても1965年， 67年， 72 

年には，作況指数が70"""'90に落ち込む干ばつ年と

なっている。 (この項続く。〉

第10表 インドにおける主要穀物のヘクタール当り収量指標

必要て 収量水準 過去10年間の 過去10年聞の 変動係数 参考 (1971年)(1971年)収量の上昇度 平均変動巾 収穫面積生産量

トン/ha 倍 kg/ha % 
3万，8h8a0 
万トン

米 1.7 1.1 110 7.1 6，650 
麦 1.3 1.5- 39 3.4 1，789 2，325 

とうもろこし 1.2 1.2 93 9.0 584 700 
こうりゃん 0.5 1.0 39 -7.7 1，750 825 

ることであり， とう tもろこし，こう 第11表 オーストラリアにおける主要穀物のヘクタール当リ収量指標

りゃんを合むインドの夏作物生産に

大きな変動をもたらす元凶となって ゐ更
収量水準 過去10年聞の 過去10年聞の

変動係数
参考(1971年) I 

(1971年)収量の上昇度 平均変動巾 収穫面積 I 生産量

Iトン/ha kg/ha % 万ha 万トン
麦 1.2 1.0 190 16.1 708 838 

大 麦 1.0 1.0 163 14.5 267 272 
えん麦 1.4 1.1 238 17.8 167 ‘2-37 

¥ ¥る。

小麦のヘクターノレ当り収量は，

1960年代の中頃まで停滞していた


